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推薦の観点：創造的・革新的・学際的学問領域を創成する研究 
研究の概要：天皇家・公家文庫収蔵資料のデジタル画像を蔵書群毎に蒐集し、新しい学問領域

である日本独自の目録学を構築し、「知のネットワーク」で結ばれた公家社会の文庫群(＝デー

タベース)の復原や伝統的知識体系を解明することにより、日本古典学の研究基盤再生を目指す。 
研 究 分 野：人文学 
科研費の分科・細目：史学・日本史 
キ ー ワ ー ド：日本目録学・日本古典学・禁裏文庫・公家文庫・伝統的知識体系 
 
１．研究開始当初の背景 

洋の東西を問わず、伝統的な知識体系の基
礎をなす様々な古典の精細な研究(古典学)
は全ての人文学の基礎である。しかし世界的
な古典学研究復興の中で、日本の古典学は、
新出の史料が少ない上に、活字化された既存
テクストの信頼性が揺らぎ始めており、閉塞
感が否めない。日本の古代・中世以来の伝統
的知識体系は、天皇家を中心とした公家社会
の文庫やそれに関連する寺社文庫に収蔵さ
れた蔵書群と書写を中心とした弛まぬ蒐集
活動、更にはそれらが分類された有機的なデ
ータベース(＝蔵書目録)によって伝えられ
てきたことに大きな特徴がある。中国では古
典研究の為の基本ツールとして、経・史・子・
集の四部分類に基づく目録学という文化史
的・学術史的研究分野が確立しているが、日
本の古典研究にはかかる学問領域が確立し
ていない。それを解決するのが日本独自の目
録学の構築であり、更に天皇家・公家文庫収
蔵の蔵書群ごとの公開と利用の促進によっ
て、日本古典学再生への道筋が明らかになる。 
 
２．研究の目的 

日本古典学再生のための新学問領域とし
ての日本独自の目録学を構築し、古典学の研
究基盤を整え、天皇家(皇室)ゆかりの文庫や
主要公家の文庫のデジタル画像を蔵書群ご
とに集積しながら、蔵書目録等を利用して、
文庫の旧蔵形態を共時的に復原すると共に、
蔵書群の変遷や古代・中世以来の公家社会が
伝え育んできた伝統的な知識体系の構造・具
体相を通時的に解明することを目的とする。 

３．研究の方法 
①東山御文庫・伏見宮家及び近衛家・九条
家・柳原家等主要公家文庫収蔵史料や正倉院
所蔵「東南院文書」等のデジタル画像を作成
し、東京大学史料編纂所の大型画像サーバに
集積する。②東山御文庫本と伏見宮家本の１
画像毎の「デジタル画像内容目録」を作成す
る。①と②によりデジタル画像目録システム
を構築し、古典学の研究基盤を整える。③『日
本古代人名辞典』の増補改訂等、日本古典研
究進展のための研究補助ツールを充実させ
る研究を行う。④禁裏・公家文庫の蔵書目録、
文庫史、収蔵典籍・文書の個別研究を進展さ
せる。⑤得られた研究成果を研究者に伝える
ため目録・報告書・研究書を刊行すると共に、
古典学の楽しさを一般市民に普及・還元する
ために、市民向け学術講演会・講座を行う。 
 
４．これまでの成果 
①東山御文庫本・伏見宮家本の 1画像毎のデ
ジタル画像内容目録約 15万コマを作成した。 
②宮内庁書陵部所蔵柳原家本・九条家本・桂
宮家日記、陽明文庫所蔵近衛家本・西尾市岩
瀬文庫所蔵柳原家本、山口県立図書館所蔵明
倫館旧蔵今井似閑本等をスキャニングして
デジタル画像約 70 万コマを作成した。大量
のデジタル画像を搭載するため、大型画像サ
ーバを導入し、史料編纂所情報処理システム
(SHIPS)上にドメインを構築してデータ搭載
の環境を整え、上記デジタル画像を大型画像
サーバにアップロードし格納した。 
③正倉院所蔵「東南院文書」全７櫃中、第１
櫃～第 6櫃までの表(おもて)部分を中心に約
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〔４．これまでの成果（続き）〕 
1500 コマの高精細デジタル撮影を完了した。 
④デジタル画像の内容目録作成支援及び研
究閲覧用のため、km ビューア(国際マイクロ
社製)をカスタマイズして「古典籍デジタル
画像閲覧ソフト」(TKM ビューア)を開発した。 
⑤京都大学文学部所蔵「大日本史編纂記録」
全 249 冊の基礎研究を行い、デジタル画像内
容データベース約 1万 5千件を作成した。 
⑥古典学研究支援ツールとしての『日本古代
人名辞典』1～7(吉川弘文館)の増補・改訂に
向け、同辞典を入力、デジタル・スキャンし
て Excel データを作成すると共に、奈良文化
財研究所の「木簡データベース」から「木簡
人名データベース」を作成するための基本ソ
フトを開発し、古代人名記載の木簡の年代を
特定するための基本資料を整備し、「木簡人
名データベース」を構築中である。 
⑦東京国立博物館所蔵の菊亭家(今出川家)
旧蔵の日記・歌書等の古典籍について、書誌
的データ目録を作成した。更に同館所蔵国宝
九条家本「延喜式」の基礎研究を進めた。 
⑧陽明文庫所蔵一般文書目録約 9万 6千件の
データを入力し、同文庫所蔵典籍目録の入力
と「十五函文書」のデジタル撮影に着手した。 
⑨護国寺所蔵の重要文化財『諸寺縁起集』の
高精細デジタル撮影を行った。 
⑩古代の古典籍や古文書を題材にした市民
向け学術講演会・連続講座を、西尾市岩瀬文
庫・社団法人金鵄会(長野高校同窓会)・飯田
市歴史研究所等の協力を得て開催した。 
⑪上記研究成果を含んだ中間報告書『目録学
の構築と古典学の再生―天皇家・公家文庫の
実態復原と伝統的知識体系の解明―』[東京
大学史料編纂所研究成果報告 2008－1]、1－
412 頁、2009 年、を刊行した。 
 
５．今後の計画 
①東山御文庫本・伏見宮家本の 1画像毎のデ
ジタル画像内容目録を引き続き作成する。 
②宮内庁書陵部所蔵壬生家本・陽明文庫所蔵
「十五函文書」(歴代関白の日記他)・正倉院
所蔵「東南院文書」等のデジタル化を行い、
蒐集した画像を大型画像サーバに集積する。 
③蒐集したデジタル画像の内、所蔵者・所蔵
機関の許可を得られたものは東京大学史料
編纂所閲覧室で公開出来るように準備する。 
④「木簡人名データベース」を完成公開する。 
⑤国宝九条家本「延喜式」の基礎研究を進め、
その成果を影印本の解説として公表し、紙背
文書の全ての釈文を公開する。 
⑥陽明文庫所蔵典籍目録をデータベース化
し、一般文書目録と併せて、陽明文庫所蔵史
料の全容解明を進め、その成果の一部を新た
に行う「陽明文庫講座」(仮称)等で公開する。 
⑦西尾市岩瀬文庫・金鵄会等において、市民
向けの古典学の学術講演会を継続的に行う。 
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